
 

白井市立図書館運営の望ましい基準と目標値（2016-2020） 

目標値の達成状況・自己点検及び第三者評価について 

 

平成 29年 7月 7日（金）に開催した図書館協議会において、「図書館運営の目標値

の達成状況（2016）と改善点」（別表）を報告し、次のようなご意見がありました。 

 

予算について 

・資料費の減額が残念である。  

・費用をかけて祝日開館をするメリットは何か。  

・平日 19 時まで開館しているが、資料費とどちらが重要なのか。  

・福祉的な意味合いから子どもの生育環境の確認機会であるブック

スタート事業の予算は獲得できないのか。  

 

サービスについて  

・司書がいない図書室でサービスの質が異なることはないのか、利

用者に不公平感が起こるのではないか。  

・わずか 1 年で登録者数が千人も減少しているが、理由をどのよう

に考えているのか。  

・音訳や対面朗読の実績が少ないが、障害のある方への図書館から

周知不足ではないか。  

・図書館利用案内に精神障害・メンタルヘルスのことも含めること

はできないか。図書館利用を促すことにより家の外に出て精神症

状の改善が期待できるし、図書館も利用が増えるのであれば、相

乗効果にならないか。  

・子どもへのサービスは重点施策であり、強化するという時にブッ

ックスタート事業でのボランティア活用をやめることは問題では

ないか。  

・図書館を利用してもらうために、「本を使って学習をしましょ

う、本を使って調べましょう」と市民に伝え、レファレンスとい

うサービスについて「こんなこともできますよ」というアピール

が必要ではないか。  




